
※Ｈ30年度から、都道府県広域化に伴い、国保会計が新たに変更となっています

単位：千円

予算額 決算額 予算残額

国民健康保険税 542,385 577,991 35,606

道支出金 2,207,126 2,072,129 ▲ 134,997

財産収入 4 7 3

繰入金 305,610 254,671 ▲ 50,939

(内)一般会計繰入金 234,654

(内)基金繰入金 20,017

繰越金 1 50,055 50,054

諸収入 2,956 401 ▲ 2,555

歳入合計 3,058,082 2,955,254 ▲ 102,828

総務費 64,053 62,394 ▲ 1,659

保険給付費 2,164,114 2,010,348 ▲ 153,766

国保事業納付金 756,460 753,129 ▲ 3,331

保健事業費 43,533 30,120 ▲ 13,413

基金積立金 5 7 2

公債費 800 507 ▲ 293

諸支出金 9,117 57,683 48,566

予備費 20,000 0 ▲ 20,000

歳出合計 3,058,082 2,914,188 ▲ 143,894

収支差引額(繰越額） 0 41,066 41,066

■ 形式収支（歳入－歳出）：41,066千円の黒字（平成31年度へ繰越）

■ 実質単年度収支：(形式収支－前年度収支(精算後)) ＋基金積立金 －取崩金

19,893 = (41,066 - (50,054-48,891) )+ 7 - 20,017

◆ 基金について 単位：千円

年　度 残　高 取崩し(繰入) 積立て

平成29年度末 92,398

平成30年度末 72,387 ▲ 20,017 7

令和元年度末（見込） 51,080 ▲ 21,317 10

※前期高齢者交付金の精算（Ｒ2～5年度の４年間で返還）：▲約47,500千円
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平成30年度 国民健康保険特別会計決算状況 


